
1. 修正方針

2. 修正の進め方

○ 都の防災対策の実効性向上のため、熊本地震の教訓をとりまとめた ○ 左記の3つの視点に係る震災対策について、進展状況や今後の課題・取組等

「平成28年熊本地震 支援の記録」を策定 を整理・共有する体制を構築

○ 「都政のBCP」「災害時受援応援計画」策定等、都の防災体制を → 防災会議下に設置され、地域防災計画修正等を検討する各WG/PTにおいて

充実強化した他、り災証明の発行システムの導入促進や「東京都 視点別に集中的に議論し、議論内容は地域防災計画修正に反映

災害廃棄物処理計画」策定等、早期の復興体制の確立も進展

○ 女性視点の防災ブック「東京くらし防災」等による普及啓発や、「防

災ウーマンセミナー」等を通じた「女性防災人材」の育成等、女性の

防災への参画を促す施策を推進

○ 「災害福祉広域支援ネットワーク」の構築や外国人旅行者対象の

「災害時初動対応マニュアル」策定等、要配慮者対策を推進

○ 防災上重要な公共建築物等の耐震化が一層進展

○ 不燃化特区について、区と連携した財政的支援等、取組を一層推進 *1 防災対策推進WG 実務に精通した課長級で組織し、「危機管理対策WG」「都市の安全化対策WG」

○ 基本方針の策定等、緊急輸送ルートの早期確保を推進 で構成

○ 条例制定及び推進計画策定等により、東京の無電柱化を推進 *2 専門家PT 関係局課長級及び防災上の課題に応じた専門家で組織

○ 大阪府北部の地震は、阪神・淡路大震災以来の大都市で発生した地震であることを踏まえ、今後検証を行い、地域防災計画の修正に反映させていく。

3. 今後の予定

「東京都地域防災計画（震災編）」の修正について（案）

修正の視点 この間の進展状況 修正に向けた体制

 ■ 地域防災計画：災害対策基本法に基づき、各局・機関等の役割や災害予防・応急・復旧に係る業務等について、都道府県防災会議が定める総合的な防災計画 
 
     【都における震災編の修正状況(近年)】 
       ・ 平成24年11月 ： 東日本大震災の教訓の他、「首都直下地震等による東京の被害想定」を踏まえ、修正 
       ・ 平成26年  7月 ： 「南海トラフ巨大地震等による東京の被害想定」を踏まえ、修正 

 ■ 熊本地震や大阪府北部の地震、女性視点、ICT等新技術の進展、訪都外国人の増加等、震災対策を取り巻く最新動向を踏まえつつ、 
   東京2020大会を見据え、震災対策の実効性を更に向上させるため、東京都地域防災計画震災編を修正  
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【熊本地震等の教訓】 【女性・要配慮者等の視点】 【地震に強いまちづくり】 

 ■ 予防から応急、復旧・復興までの震災対策の実効性を更に向上させる観点から、以下の視点を踏まえた対策は重点的に推進し、地域防災計画に積極的に反映 
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 ○ 今年度内 ： 修正作業   ○ 来年度春 ： 防災会議幹事会(素案承認)→パブリックコメント実施   ○ 来年度夏 ： 防災会議(計画承認) 
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